
（
と
こ
ろ
は
神
戸
中
山
手
通
。
ピ
ッ
ザ
ハ
ウ
ス
〃
ぴ

の
つ
き
お
亭
。
い
や
集
ま
り
ま
し
た
ネ
。
可
愛
い
子

チ
ャ
ン
に
、
あ
の
子
ち
ゃ
ん
、
に
き
び
の
ボ
ン
に
、

カ
ッ
コ
イ
イ
野
郎
ど
も
。
と
き
は
こ
ろ
よ
い
午
后
八

時
。
オ
ッ
ー
ノ
待
っ
て
ま
し
た
／
シ
ュ
ー
ジ
さ

－
ん
。
キ
イ
ッ
／
ど
さ
く
さ
に
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ

ル
し
な
い
で
ヨ
シ
ノ
．
）

（
さ
て
ギ
タ
ー
片
手
に
爪
弾
く
修
二
チ
ャ
ン
。
最
近

ヒ
ッ
ト
し
て
し
も
た
「
女
と
男
」
の
震
源
地
は
コ
チ

ラ
。
第
二
弾
の
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
に
な
る
か
。
今
宵

は
じ
め
て
お
目
見
得
す
る
新
作
「
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ

カ
ナ
」
。
自
作
自
演
の
と
っ
て
お
き
ダ
ョ
ノ
）

ポ
ロ
ロ
ン
…
…
。
八
ギ
タ
ー
音
Ｖ

（
修
二
、
こ
こ
で
一
一
コ
ツ
と
女
性
フ
ァ
ン
に
微
笑
む
）

ポ
ロ
ン
ノ
ポ
ロ
ン
〃
．
八
ギ
タ
ー
音
Ｖ

（
修
二
、
こ
こ
で
男
性
諸
君
に
、
軽
く
会
し
ゃ
く
…
…
）

ボ
ン
、
ボ
ン
ボ
ン
、
ポ
ー
ン
、
ポ
ポ
ポ
ン
、
ボ
ン

ボ
ン
、
ボ
ン
、
ポ
ー
ン
、
ボ
ン
ボ
ン
八
ギ
タ
ー
音
Ｖ

（
修
二
、
こ
こ
で
や
さ
し
く
唄
い
だ
す
…
）

＆

ｑ

凸

リ ラックスインタビュー

へ
ぼ
く
の
右
手
が
キ
ミ
の
ひ
ざ
の
う
え

キ
ミ
の
左
手
が
ぼ
く
の
肩
の
う
え

ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ

ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ
ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ

と
く
べ
っ
こ
う
え
ん
☆
り
ら
つ
く
す
で
い
と
☆
こ
よ
い
ひ
と
と
き
し
ゅ
う
じ
と
と
も
に
／
、

ワ
ン
サ
カ
ワ
ン
サ
カ
集
ま
っ
た
よ
〃
．
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
出
演
・
向
井
修
二
〈
画
家
〉

ぼ
く
の
左
足
が
キ
ミ
の
肩
の
う
え

キ
ミ
の
右
足
が
ぼ
く
の
顔
の
う
え

ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ

ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ
ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ

巴

キ
ミ
の
右
手
が
ぼ
く
の
鼻
の
ア
ナ

両

Ｌ』
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ぼ
く
の
左
足
が
キ
ミ
の
口
の
な
か

ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ

ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ
ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ

リラックスインタビュー

キ
ミ
の
腰
が
ぼ
く
の
顔
の
う
え

ぼ
く
の
頭
が
キ
ミ
の
胸
の
な
か

ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ

ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ
ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ

八
中
央
ギ
タ
ー
で
唄
う
修
二
Ｖ

ぼ
く
の
右
手
が
キ
ミ
の
？
？
？
？

キ
ミ
の
左
手
が
ぼ
く
の
？
？
？
？

ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
カ
ナ

ド
シ
タ
ラ
イ
イ
ノ
ド
シ
タ
ラ
イ
ー
イ
イ
ノ

ポ
ン
ボ
ン
ボ
ン
ポ
ー
ン
ボ
ロ
ロ
ン
／
八
ギ
タ
ー
音
Ｖ

（
…
…
…
）
（
：
．
…
…
）
（
ブ
ラ
ボ
ー
ノ
．
ア
ン
コ
ー
ル
ノ
．
）
（
エ
エ
ゾ
ー
オ
／
）

（
神
戸
っ
子
の
読
者
諸
氏
に
も
お
き
か
せ
し
た
い
が
。
ま
あ
そ
の
う
ち
に
発

売
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
で
も
買
う
て
チ
ョ
ー
ダ
イ
）

修
二
「
よ
う
こ
そ
〆
．
レ
デ
ィ
ス
＆
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ
ン
。
ボ
ク
の

た
め
に
今
宵
は
、
ワ
ン
サ
カ
ワ
ン
サ
カ
お
つ
め
い
た
だ
い
て
あ
り

が
と
う
。
こ
ち
ら
の
〃
ぴ
の
つ
き
を
亭
〃
の
ピ
ッ
ザ
が
売
れ
な
い

っ
て
ポ
ヤ
い
て
い
る
の
で
、
ま
あ
ぼ
く
の
顔
に
み
と
れ
な
い
で
ホ

ド
ョ
ク
食
べ
て
下
さ
い
。
（
笑
）

何
と
今
宵
は
、
ボ
ク
に
何
を
期
待
し
て
か
女
性
の
数
が
、
ヒ
ジ

ョ
ー
一
一
多
い
。
と
い
う
こ
と
は
ボ
ク
を
心
苦
し
く
さ
せ
る
（
笑
）

男
性
の
数
も
多
い
が
コ
チ
ラ
ヘ
敵
意
に
み
ち
た
面
持
ち
で
、
ぼ
く

を
ニ
ラ
ミ
な
が
ら
グ
イ
グ
イ
と
ビ
ー
ル
を
あ
お
っ
て
い
る
。
酒
の

酔
で
ぼ
く
に
か
ら
も
う
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
（
笑
）

神
戸
っ
子
の
エ
デ
ィ
タ
ー
が
、
い
つ
も
ぼ
く
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
み
ん
な
を
い
じ
め
て
る
か
ら
、
た
ま
に
は
オ
マ

エ
サ
ン
が
さ
か
な
に
な
れ
エ
／
と
申
し
ま
す
の
で
、
ホ
ン
ヂ
ャ

マ
ー
、
い
つ
ち
よ
う
、
ぼ
く
の
得
意
と
す
る
〃
男
ト
女
ト
…
…
社

会
〃
と
い
う
テ
ー
マ
で
や
つ
か
ノ
と
い
う
お
粗
末
。

で
は
ま
ず
〃
男
ト
女
恋
愛
講
座
〃
ど
ん
ど
ん
し
ゃ
べ
り
ま
し
よ

》
つ
〃
。
」

チ
ョ
ッ
ト
ま
ゆ
げ
の
さ
が
っ
た
イ
ヤ
な
感
じ
の
男
「
先
生
〃
．
現

代
の
最
高
の
恋
愛
は
ど
ん
な
も
ん
や
と
思
い
ま
す
」

修
二
「
そ
れ
は
で
す
ネ
。
ほ
ん
と
－
に
、
心
底
か
ら
、
愛
し
愛
さ

れ
愛
さ
れ
、
愛
す
る
よ
う
な
の
。
最
高
だ
ナ
・
・
・
…
八
チ
ョ
ッ
ピ
リ

淋
し
そ
う
に
Ｖ
」

キ
ュ
ー
ト
な
髪
の
長
い
女
の
子
「
シ
ュ
ー
ジ
さ
ん
。
恋
と
愛
と
ど

は
う
ち
が
う
？
」

修
二
「
ま
ず
恋
と
愛
と
は
字
が
ち
が
う
。
恋
に
は
金
が
か
か
っ
て
、

愛
に
は
金
が
か
か
ら
な
い
。
ワ
カ
ル
？
こ
の
深
－
い
意
味
を
…
」

（
ニ
ヤ
リ
）

メ
ガ
ネ
を
か
け
た
女
子
大
生
「
男
が
女
の
か
わ
り
を
し
て
女
が
男

の
か
わ
り
を
し
て
い
る
社
会
現
象
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
」

修
二
「
ケ
ッ
コ
ー
ダ
ネ
″
キ
ミ
は
ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
っ
て
ん
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鷺

リラックスインタビュー

の
か
、
後
一
年
た
つ
と
そ
ん
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
、
る
よ
」

（
一
一
ヤ
シ
）

フ
ー
テ
ン
風
大
学
生
「
恋
愛
と
ア
ー
ト
は
関
係
あ
り
ま
す
か
ネ
」

修
二
「
ア
ー
ト
は
関
係
な
い
け
ど
、
ハ
ー
ト
に
関
係
あ
り
ま
す
」

（
爆
笑
）

修
二
「
じ
ゃ
あ
お
次
に
修
二
の
恋
愛
相
談
と
い
こ
う
〆
．
」

モ
サ
ッ
と
し
た
ニ
キ
ビ
面
の
男
の
子
「
ボ
ク
加
才
も
年
上
の
彼
女

に
恋
を
し
た
ん
だ
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
」

修
二
「
キ
ミ
が
そ
の
人
の
年
に
な
る
ま
で
待
っ
た
ら
ド
オ
別
」

令
嬢
風
の
ツ
ン
と
し
た
女
の
子
「
恋
を
し
て
も
、
音
楽
を
き
い
て

も
、
ド
ラ
イ
ブ
し
て
も
、
芝
居
を
み
て
も
、
料
理
を
し
て
も
タ
イ

ク
ッ
な
の
？
」

修
二
（
彼
女
を
ジ
ッ
と
み
つ
め
て
）
「
キ
ミ
。
鏡
の
前
で
朝
か
ら

晩
ま
で
、
自
分
の
顔
を
眺
め
た
ら
タ
イ
ク
ッ
な
ん
か
し
な
い
よ
。

キ
ッ
ト
ノ
．
」
（
令
嬢
風
女
性
席
を
は
な
れ
る
）
（
一
同
ジ
ュ
ー
ン
…
…
）

黒
プ
チ
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
「
恋
を
す
る
女
の
人

と
結
婚
を
す
る
女
の
人
と
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
判
別
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
」

修
二
「
そ
れ
は
、
ム
ッ
カ
シ
イ
ナ
ー
。

一
人
づ
つ
結
婚
し
て
み
れ
ば
ド
オ
ノ
一
つ
や
っ
て
ご
ら
ん
」
（
笑
）

八
熱
演
す
る
修
二
Ｖ鍵

奄奄強
Ｌ
・
ロ
悪
口
。
Ｌ
ｆ
，
缶
目
色

離
巴
Ｆ
・
畿
艮

企

亀

篭撰鍵：

…

鶏
繍

唾

弾

☆
向
井
修
二
実
演
予
告

⑳
港
ま
つ
り
十
月
二
十
二
日
（
予
定
）
サ
ン
チ
カ
広
場
に
お
い
て
モ

ダ
ン
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
（
ナ
ベ
サ
ダ
・
宮
本
直
久
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

出
演
予
定
）
ラ
イ
テ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
及
演
出
担
当

●
大
阪
ア
ス
ト
メ
カ
ニ
ク
ー
ル
（
ゴ
ー
ゴ
ー
ク
ラ
ブ
）
透
明
の
階
段

音
と
同
調
装
置
製
作
オ
ー
プ
ン
十
月
二
十
八
日
ニ
ュ
ー
Ｏ
Ｓ
劇
場
横

卯
前
後
の
や
り
手
な
感
じ
の
女
性
「
恋
を
す
る
こ
と
っ
て
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
し
ら
？
」

修
二
「
こ
の
ド
ド
ガ
マ
奴
／
八
ド
ド
ガ
マ
と
は
ト
ト
カ
マ
の
最
上

級
Ｖ
」
（
拍
手
）

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
風
の
ス
ラ
リ
と
し
た
女
性
「
修
二
先
生
は
今
、
恋

を
な
さ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
」
（
興
味
シ
ン
シ
ン
…
…
）

修
二
「
恋
っ
て
こ
ん
な
も
の
な
の
か
ナ
ー
。
で
も
そ
う
な
ん
だ
な

Ｉ
」一

同
「
ド
ウ
ナ
ッ
テ
ン
ノ
・
ド
シ
タ
ラ
イ
ー
ノ
」
（
顔
を
そ
む
け
る
）

ポ
ロ
ロ
ン
ノ
（
ギ
タ
ー
音
）

修
二
「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
た
ボ
ク
の
最
新
作
「
イ
ヤ
ョ
・
ソ
ン

ナ
コ
ト
〃
」
唄
う
か
ら
気
分
な
お
し
て
ネ
」
ポ
ロ
ロ
ン
ボ
ン

ボ
ン
…
…
。
八
ギ
タ
ー
音
Ｖ
（
拍
手
）
（
待
っ
て
ま
し
た
／
）

へ
男
が
ド
ア
に
カ
ギ
を
か
け
て
女
は
あ
わ
て
て
バ
ッ
ク
を
と
っ

た
〃
イ
ヤ
ョ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ョ
〃

男
が
ネ
ク
タ
イ
さ
ら
り
と
と
っ
た
女
は
あ
わ
て
て
ト
イ
レ
に

い
っ
た
〃
イ
ヤ
ョ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ョ
／

男
が
部
屋
の
灯
り
を
消
し
た
女
は
あ
わ
て
て
ラ
イ
タ
ー
つ
け

た
〃
イ
ヤ
ョ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ョ
ノ

男
は
静
か
に
ベ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
た
女
は
い
や
い
や
ベ
ッ

ド
に
か
け
た
〃
イ
ヤ
ヨ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ョ
／

9２

そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
男
の
い
う
こ
と
に
ゃ

〃
イ
ヤ
ダ
ョ
ソ
ン
ナ
コ
ト
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ダ
ョ
ノ
．
（
爆
笑
）

ポ
ロ
ロ
ン
ノ
．
修
二
「
お
そ
ま
つ
で
し
た
…
…
」

（
ピ
ッ
ー
）
（
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
）
（
キ
ヤ
ッ
ー
ノ
シ
ュ
ー

ジ
サ
ー
ン
ノ
）
（
退
場
ナ
サ
ッ
チ
ャ
イ
ヤ
ョ
ノ
）

ｌ
実
況
録
宇
編
集
部
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馨 礁
舛 Ｕ で ご 診 舜 ト ー 元 。 ｌ 部 誰 帽 郎 一 男 Ｓ 恥 蕪 言 覇 オ ー 血 馳 感 Ｓ 詩 勇 画 、 苑 へ 拾 ｙ 、 幸 猫 年

望

才

腿

罫 騨 一 醐 斡 一 （ 牛 い 娠 準 Ⅷ 棲 叩 脈 岨 で ） 十 脚 久 一 獣 斡 く 〈 詩 勇 画 ｑ １ Ａ 帯 ｙ 鋤 箪 隠 〉 一 ・ 曽 田 〈 罫 牌 註 一 呂 田 里 〉
Ｉ ‐ Ｉ

舛 阿 が ご 腰 ＃ １ 部 韮 溺 猷 計 ご 叫 叫

） 叫 乞 醒 否 Ｖ Ｉ 測 超 弄 〆 卦 一 牛 ぐ て ｝ １ ． ． ● ● ● 無

Ⅲ 叫 胤 融 武 ｙ 心 １ ｍ 』 遍 蕪 『 ｍ ｒ ⑧ ご ｇ ｌ ｍ

墓 溌 別 廿 ミ ヰ ヒ Ｔ と

巻 ● ●
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副
宗

神戸市生田区中山手通３～５２
トアロード筋

ＴＥＬ（3 9 ) ８６３６（3 3 ) ０８５４

味とムードの夕､ ナカーデンで昼食･ 夕食を. ノ 額橡絵画・洋画材料

9４

室内工芸品

■

ＲＥｓＴＡｕＲＡＮＴＤＡＮＡＧＡＲＤＥＮ“ｐＵＢ”
欧風料理とステーキ D A N Ａｌ一一Ｔ

婆蕊蕊､薦:1M鴨二N！ 三宮・大丸北
トア。ロード
⑳1 3 0 9 . 6 2 3 4末積 額

美しさを保つ
スポーツに

美容に

一回全滅十年間責任保証
兵庫県環境衛生事業協会理事
日本白アリ対策協会認定防除施工士
神戸商工会議所会員

アイワラ肖毒株式会社

現代の科･ 学が生んだ
コンタクトレンズ

日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１。（2 3 ）２５７０．

掌

白 アリ曲
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S T A N D I g 詞

ＣＬＵＢ

ＶＩＶＡＫＩＴＡＮＯ ＤＲＩＮＫｌＮＧ ジャルダン
神戸.』!i畷ｉＷ晶工既｜、 ’｜駕苦濡娯蕊'丁目''’

灘議議鍵鍵譲
ＶＩＶＡピバ・ＶＩＶＡＫＩＴＡＮＯピバキタノ・ＶＩＶＡＶＩＶＡＫＩＴＡ－ジャルダンといえば花園という意味だそうだ。生田新道の大陸飯店の
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み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

献
金
の
第
一
回
目
の
使
途
で
、
全
国
的

使
途
六
十
万
円
の
中
の
三
十
万
円
を
贈

呈
し
た
糸
賀
一
雄
氏
原
作
の
「
こ
の
子

ら
を
世
の
光
に
」
の
映
画
化
は
、
名
古

屋
あ
さ
み
ど
り
の
会
で
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
あ
さ
み
ど
り
の
会
伊
藤
方
文

☆
日
本
初
の
コ
ン
テ
ナ
船

い
ほ
ど
よ
り
効
率
を
上
げ
る
原
も
ら
い
た
い
と
い
う
市
民
と
し

「
箱
根
丸
」
処
女
航
海
の
途
へ
弄
劫
祁
捷
轄
毒
御
津
識
串
畔
諏
旅
錘
崎
壁
燕
濯
砺
建
馳
塞
亜
唾

三
百
一
個
を
積
み
、
処
女
雲
航
海
へ
も
来
年
か
ら
コ
ン
テ
ナ
船
が
詩
の
定
型
を
破
る
こ
と
は
、

の
途
に
つ
い
た
。
同
船
は
途
中
続
々
と
就
航
す
る
。
詩
の
発
表
の
形
式
を
破
る
こ
と

東
京
港
品
川
に
た
ち
よ
り
、
さ
ド
ア
・
ツ
ウ
・
ド
ア
の
海
陸
一
に
通
じ
る
。

ら
に
四
百
五
十
個
の
コ
ン
テ
ナ
貢
輸
送
の
主
役
で
あ
る
コ
ン
テ
十
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後

を
積
ん
で
、
北
米
に
向
っ
た
。
ナ
船
が
将
来
の
日
本
商
船
隊
を
一
時
よ
り
延
々
四
時
間
、
県
民

コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
は
コ
ン
テ
担
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
会
館
特
別
会
議
場
で
、
〃
今
日

ナ
・
ク
レ
ー
ン
や
コ
ン
テ
ナ
．
の
詩
祭
″
が
開
か
れ
る
。
市
民

雨
癖
騨
砺
騨
郵
岨
竺
汁
狙
プ
榊
睡
耐
種
捗
振
己
鏑
唯
が
鉢
雑
軸
☆
秋
に
開
く
〃
今
日
の
詩
祭
″

窪
四
詫
診
御
奄
羅
趣
確
識
癖
怖
☆
神
戸
市
に
待
望
の
文
化
会
館
桐
症
垂
麺
蝿
畦
昌
磁
極
丑
緬
瞬

わ
が
国
初
の
フ
ル
・
コ
ン
テ
で
あ
ろ
う
。

ナ
船
「
箱
根
丸
」
（
一
六
、
二
四
す
で
に
大
西
洋
、
米
国
沿
岸

と
コ
ス
ト
の
逓
減
化
、
ま
た
、
神
戸
在
住
の
各
分
野
の
文
化
が
中
心
と
な
っ
て
の
企
画
。

港
に
お
け
る
停
泊
日
数
が
少
な
関
係
者
に
呼
び
か
け
て
「
神
戸
〃
詩
祭
″
の
構
成
は
三
部
に

鴬

鍵 》
」
主
審
癖
》
》
后
歴
帽
健
鐸
幅
和
捲
種
麺
掴
睦
津
祉
詑
琴
津
癖
皿

蕊蕊蕊鍵鍵議

行合エし文
委をンた化
員催タのを
はしルはす
金、ホーす
井すテ昨め
知ぐル年る
事そでの会
をの最春二
訪足初 ･ を
問でのオ結
、実会リ成

さン間を分
れ。題朗か
るこ提読れ
詩部起すて
集はとるい
〃、デこて
今十イと、
日三スに一
の日力つ部
詩にツいは
〃発シて、
を行ヨの詩

繍
葬
錘
準
琉
錨
髭
穀
泳
乞
称
丘
続
弾
鋤
世
ユ
識
皿
鋼
崎
隷
窪
癖
“

十
河
巌
、
貝
原
六
一
氏
ら
が
度
え
た
祭
的
要
素
を
も
っ
た
ク
ラ

々
宮
崎
助
役
を
訪
れ
て
文
化
会
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

し
て
も
神
戸
市
に
は
な
い
文
化
と
し
た
定
型
を
超
え
た
対
照
的

会
館
を
建
設
し
て
も
ら
い
た
い
な
、
言
葉
を
音
声
化
し
た
さ
ま

館
建
設
に
つ
い
て
の
市
民
の
希

望
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
市
当
局
者
の
努
力

に
よ
っ
て
文
化
会
館
建
設
の
話

が
急
速
に
進
展
し
、
去
る
七
月

三
十
一
日
に
は
市
主
催
の
「
文

化
会
館
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞

く
会
」
が
開
か
れ
、
実
行
委
員

の
小
倉
敬
二
、
貝
原
六
一
、
十

河
巌
氏
ら
か
ら
も
音
楽
、
劇
、

美
術
の
三
位
一
体
の
立
場
か
ら

美
術
の
小
展
示
場
も
附
設
し
て

は
こ
び
と
な
っ
た
。

の
映
画
完
成

運
動
あ
り
が
と
う

誕
生
日

9６

☆
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

氏
ら
の
熱
情
に
よ
り
資
金
難
に
あ
え
ぎ

な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
完
成
の
は
こ
び

精
神
薄
弱
児
、
特
に
重
症
の
子
た
ち

が
生
き
て
い
く
た
く
ま
し
い
努
力
の
姿

が
、
い
き
い
き
と
描
か
れ
た
映
画
で
、

十
六
、
の
白
黒
上
映
時
間
は
三
十
分
。

十
月
初
旬
に
は
、
名
古
屋
で
公
開
さ

れ
、
い
ず
れ
神
戸
で
も
上
映
す
る
機
会

が
も
た
れ
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
価
格
三
万

五
千
円
で
お
わ
か
ち
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
左
記
の
事
務
局
ま
で
ご
連

と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
Ⅱ
神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
二

の
五
青
陽
養
護
学
校
内

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

電
話
、
一
五
五
九

絡
く
だ
さ
い
。鱗I|鍵

生
徒
さ
ん
は
新

｡

兵
庫
区
以
西
の

学
校
の
新
校
舎

（
写
真
）
が
完

成
し
ま
し
た
。

九
月
三
日
か
ら

台
に
青
陽
養
護

校
に
通
学
し
て

い
ま
す
。

垂
水
区
狩
口
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八
歌
一
首
Ｖ

ニ
ッ
折
れ
岩
間
は
い
つ
つ
富

士
登
山
、
神
の
御
前
に
謡
う

う
れ
し
さ

こ
れ
か
ら
高
野
山
に
行
く
の
で

す
、
と
は
元
気
カ
ク
シ
ャ
ク
。

実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
明
る
く
健
康
な
青

少
年
を
育
て
る
た
め
、
礼
儀
を

守
り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
行

な
い
、
忍
耐
力
と
互
助
協
力
の

精
神
を
学
び
、
「
団
体
生
活
の

あ
り
方
」
、
「
り
っ
ぱ
な
生
活
態

度
」
を
養
な
い
人
格
の
形
成
に

役
立
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
生
田
区
役
所
の
振
興
課
に

あ
る
生
田
区
青
少
年
問
題
協
議

会
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
・生

田
、
楠
、
神
戸
各
中
学
校

か
ら
一
、
二
年
男
子
百
二
十
名

が
参
加
、
二
泊
三
日
の
泊
り
こ

み
で
連
日
、
大
学
の
先
生
の
船

や
航
海
に
関
す
る
講
義
を
聴
い

た
り
、
大
学
の
こ
わ
い
お
兄
さ

ん
達
の
指
導
で
、
手
旗
、
縄
む

す
び
、
カ
ッ
タ
ー
訓
練
に
汗
を

流
し
た
。

手
つ
き
、
オ
ー
ル
さ
ば
き
は

ま
だ
ま
だ
こ
こ
ろ
も
と
な
い

が
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張

9７

☆
〃
俺
た
ち
や
海
の
男
〃

さ
る
八
月
二
十
一
日
か
ら
二

芸
術
祭
参
加
は
参
加
ま
で
に
資

格
を
と
わ
れ
、
そ
の
上
で
参
加

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
ら
、
古
典
で
勝
負
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
意
欲
的
。

ま
た
尚
女
師
（
写
真
）
を
は
じ

め
、
松
本
尚
丈
、
尚
巳
、
尚
書
、

尚
純
、
尚
子
、
尚
孔
、
尚
工
、

尚
凡
、
萩
野
せ
つ
子
ら
十
一
人

が
神
戸
か
ら
上
京
出
演
す
る
。

☆
明
治
百
年
記
念
芸
術
祭
に

御
殿
憐
の
会
参
加

兵
庫
県
文
化
賞
を
受
け
た

「
御
殿
憐
の
会
」
が
、
受
賞
に

こ
た
え
て
芸
術
の
秋
に
十
月
七

日
（
月
）
午
後
二
時
か
ら
東
京

大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で
、
明

治
百
年
芸
術
祭
参
加
「
御
殿
侭

の
会
」
を
上
演
す
る
。

参
加
作
品
は
、
等
曲
「
雨
夜

の
月
」
と
地
唄
「
こ
す
の
と
」

を
家
元
の
松
本
尚
女
師
が
憐
う

神
戸
か
ら
は
初
の
芸
術
祭
参
加

作
品
。
尚
女
師
は
「
県
文
化
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
励
み
に
、

東
京
で
開
く
の
で
す
が
、
最
近

詩
を
語
る
の
で
な
く
、
肌
で

感
じ
る
集
い
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
市
民
同
友
会
内
、

君
本
昌
久
氏
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
剛
’
四
三
○
六

鶴
弥
詳
稀
輯
騨
裳
独
弾
涛
蕊
誤
韓
素
斡
蟻
鈴
燕
騨
騨
・
蕊
錐
騨
蕊
輔
縛
蔚
担
鵜
叩
》

☆
私
だ
っ
て
登
れ
ま
す

神
戸
の
老
人
富
士
登
山

神
戸
在
住
の
増
谷
隆
一
さ
ん

今
夏
富
士
登
頂
を
計
画
、
皮
靴

と
コ
ウ
モ
リ
ガ
サ
だ
け
で
念
願

を
果
し
た
。
し
か
し
、
驚
く
な

か
れ
、
齢
・
創
歳
。
し
か
も
、

大
正
９
年
に
登
っ
て
以
来
と
い

う
か
ら
実
に
お
元
気
。
お
孫
さ

ん
と
二
人
で
八
合
目
か
ら
エ
ン

ヤ
コ
ラ
。
岩
肌
を
は
っ
て
登
っ

て
午
前
一
時
半
頂
上
。
一
泊
し

て
ご
来
迎
を
見
る
。

増
谷
さ
ん
は
謡
の
名
人
。
小

堀
遠
洲
流
布
年
と
い
う
。
早
速

奥
宮
の
浅
間
神
社
に
神
歌
奉
納

「
蘭
曲
の
富
士
登
山
」
と
自
作

「
阿
寒
ま
り
も
」
。

荘

充
電
ア
ン
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

ダ
イ
ナ
モ
（
発
電
機
）
が
正
常
に
発

電
し
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
し
て
い

る
場
合
は
、
チ
ャ
ー
ジ
ラ
ン
プ
が
消
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
車
が
多
い
（
ダ

イ
ハ
ツ
系
は
、
チ
ャ
ー
ジ
し
て
い
る
時

は
、
チ
ャ
ー
ジ
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
）
。

し
か
し
、
車
種
に
よ
っ
て
は
、
充
電

量
が
は
っ
き
り
判
る
よ
う
に
「
ア
ン
メ

ー
タ
ー
」
を
つ
け
て
い
る
も
の
が
あ
る

（
た
と
え
ば
ト
ヨ
。
ヘ
ッ
ト
ク
ラ
ウ
ン
な

ど
）
。走

行
中
に
、
こ
の
ア
ン
メ
ー
タ
ー
の

針
が
プ
ラ
ス
の
方
に
振
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、
た
い
て
い
の
場
合
、
ほ

と
ん
ど
プ
ラ
ス
に
振
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
少
し
構
造
に
強
い
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
自
分
の
車
は
、
充
電
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
？
と
心
配
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
心
配
し
な
く
て
よ

い
。
バ
ッ
テ
リ
ー
に
十
分
電
気
が
蓄
わ

え
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も
、
使
用
電
気

が
少
な
い
場
合
は
、
ア
ン
メ
ー
タ
ー
の

針
は
、
ほ
と
ん
ど
プ
ラ
ス
を
指
さ
な
い

の
が
正
常
で
あ
る
。
自
動
車
の
発
電
機

に
は
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
充
電

量
調
節
器
が
つ
い
て
い
て
、
消
費
さ
れ

る
電
気
の
量
だ
け
充
電
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

あ
ま
り
針
が
プ
ラ
ス
を
指
さ
な
い
の

で
、
ど
う
し
て
も
心
配
に
な
る
人
は
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
、
消
費
電

気
を
大
き
く
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
ふ
か

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ア
ン
メ
ー
タ
ー

の
針
は
、
プ
ラ
ス
一
○
ア
ン
ペ
ア
以
上

に
振
れ
る
。
こ
れ
で
正
常
で
あ
る
。

十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
神
戸

商
船
大
学
構
内
の
「
進
徳
丸
」

に
お
い
て
、
生
田
区
内
の
中
学

生
を
対
象
に
し
た
海
洋
訓
練
が

鏡蕊

☆ドライバーメモ

川口陽之（自動車評論家）

る
さ
ま
は
勇
壮
Ｐ
そ
の
も
の
。

食
事
時
と
も
な
れ
ば
非
壮
感
Ｐ

さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
頑
張
れ
、

海
の
男
、
神
戸
っ
子
。

●
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あ
る
伊
丹
三
樹
彦
氏
ら
と
共
に

俳
句
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

兵
庫
県
労
働
部
勤
務
。
著
者

☆
神
戸
っ
子
歌
手

最
近
、
神
戸
を
テ
ー
マ
に
し
ｌ
高
橋
由
紀
夫
第
一
句
集
ｌ
棒
柏
畢
軸
躍
塗
斡
窪
津
桂
謁
和

》
》
》
一
》
》
》
》
一
》
一
昂
・
計
》
州
榊
罰
諦
帰
一
》
》
》
罰
》
》
》
旺
蓉
卦
一
》
帽
》
Ｊ
『

瀞
溌
綿
職
一
総
繊
瀞
溌

ソ
連
の
チ
ェ
コ
進
駐
事
件
思
い
で
あ
る
。
前
派
や
戦
中
派
は
〃
や
は
り

は
日
本
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
民
主
主
義
国
家
の
自
由
の
そ
う
だ
っ
た
の
か
〃
と
い
う

を
与
え
た
。
よ
さ
を
日
本
は
満
喫
し
た
。
思
い
が
あ
る
筈
だ
。

こ
の
チ
ェ
コ
問
題
で
、
力
統
制
国
家
の
暗
黒
時
代
を
知
「
自
由
」
の
大
切
さ
を
知
っ

の
強
い
国
は
い
ざ
と
な
れ
ば
っ
て
い
る
戦
前
派
や
戦
中
派
て
い
る
人
び
と
は
「
自
由
」

堂
々
と
正
面
切
っ
て
、
小
国
の
年
代
の
人
び
と
は
、
少
な
の
尊
さ
を
し
っ
か
り
伝
達
し

を
侵
略
し
て
し
ま
う
こ
と
を
く
と
も
「
自
由
」
の
尊
さ
を
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ

証
明
し
た
。
そ
し
て
、
チ
ェ
肌
で
知
る
機
会
が
あ
っ
た
。
が
「
自
由
」
を
守
る
こ
と
に

．
の
希
望
し
た
自
由
は
な
く
し
か
し
、
戦
後
に
育
っ
た
若
な
る
。
Ａ
Ｙ
Ｖ

「
三
宮
ブ
ル
ー
ス
」
を
唄
う

静
溌
謹
謂
謙

「
自
由
」
は
大
切
な
の
だ
鎚
樺
碓
亜
却
率
蓬
麺
魂
麺
誕
体
稚
李
垂
評
峠
を
見
て
、
戦

鱗
謬
亨
に
灘
悪
涯
諒
睦
「
蕊
蝿
粍
裟
雛

ゆ

☆
「
頑
具
の
な
い
家
」

っ
て
ほ
し
い
も
の
。

牛

☆
コ
ウ
ベ

ム
ー
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー

『
め
ざ
め
』

こ
の
若
い
清
潔
な
恋
人
た
ち
に
、
恋

の
手
ほ
ど
き
を
さ
ず
け
よ
う
と
恋
愛
遊

戯
を
演
じ
る
優
雅
な
男
と
女
た
ち
に
は

「
霧
の
波
止
場
」
「
田
園
交
響
楽
」
な
ど

フ
ラ
ン
ス
名
画
と
と
も
に
フ
ァ
ン
に
は

忘
れ
ら
れ
な
い
大
女
優
ミ
シ
ェ
ル
・
モ

ル
ガ
ン
、
「
軽
蔑
」
「
獲
物
の
分
け
前
」

「
昼
顔
」
で
い
ま
や
売
れ
っ
子
の
演
技

派
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ピ
ッ
コ
リ
、
「
女
は
夜

の
匂
い
」
の
オ
デ
ー
ル
・
ベ
ル
ソ
ワ
、

新
進
グ
ラ
マ
ー
、
ア
ン
ナ
・
ゲ
ー
ル
・

そ
し
て
「
昼
顔
」
で
ド
ヌ
ー
ブ
に
一
途

な
夢
を
捧
げ
る
ヤ
ク
ザ
を
演
じ
、
そ
の

特
異
な
個
性
で
新
し
い
タ
イ
プ
の
二
枚

目
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
新
進
ピ
エ

ー
ル
・
ク
レ
マ
ン
テ
ィ
が
、
主
人
公
の

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
を
演
じ
て
お
り
フ
ラ
ン

ス
映
画
の
代
表
ス
タ
ー
を
一
堂
に
集
め

た
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
あ
る
。

八
十
月
中
旬
、
新
聞
会
館
大
劇
場
に

て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
ｖ

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
豪
華
な
シ
ャ

ト
オ
を
舞
台
に
、
女
に
か
け
て
は
ま
っ

た
く
ウ
ブ
な
青
年
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
が
、

恋
に
か
け
て
は
ベ
テ
ラ
ン
の
大
人
た
ち

か
ら
恋
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
と
い
う

品
の
い
い
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
漂
う
風
流
な

物
語
。
ド
ヌ
ー
ブ
は
清
純
で
無
垢
な
少

女
を
演
じ
て
彼
女
の
魅
力
を
一
○
○
パ

ー
セ
ン
ト
発
揮
し
て
い
る
が
、
最
後
に

ア
シ
と
驚
く
女
の
魔
性
を
演
じ
て
見
せ

る
。

9８
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＄

9９

鐘』

取
締
役
社
長

長
谷
川
忠
義

神
戸
市
葺
合
区
旗
塚
通
３
丁
目
ｌ
番
地

，

，

Ｔ
Ｅ
Ｌ
蛇
１
２
７
２
露
０
２
３
７
．
２
８
７
５
．
９
１
３
７

く

く

鍵譲

鍵
蕊

鍵鍵鍵
蕊蕪: 蕊蕊Ｉ

蕊蕊蕊蕊蕊篭蕊

繍譲

☆
屋
外
物
広
告
看
板
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
看
板
製
作

東
亜
広
告
株
式
会
社

i 嬢

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

腕
を
ふ
る
っ
た

~

社ノ西

乎
率０９

１

ｌ
畢
久
『

新
し
い
〃
味
〃

‐
宮
の
ｌ

こ
の
お
い
し
さ
が

一
屋
の
一
一
一

神
鯵
為
話
Ｉ

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

為
隠
電
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烏
カ
ゴ

1３
マ
と
に
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
五
十
銭
は
い
っ
て
い
て
び
っ
く
り

し
、
よ
け
い
養
子
が
好
き
に
な
っ
た
。
そ
の
妻
は
小
柄
な
女
で
、

青
い
顔
を
し
て
洗
た
く
や
台
所
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
た
。

老
人
と
養
子
と
は
朝
食
を
す
ま
せ
る
と
大
き
な
紺
の
ふ
ろ
し
き

包
み
を
背
負
っ
て
ど
こ
か
へ
出
か
け
、
夕
方
帰
っ
て
来
る
の
が
つ

れ
だ
っ
た
。
得
意
先
を
ま
わ
っ
て
注
文
を
と
っ
て
歩
い
て
い
た
ら

し
か
っ
た
。

そ
の
同
じ
時
刻
、
ぼ
く
と
カ
ズ
マ
と
は
学
校
へ
い
く
。
カ
ス
リ

の
ひ
ざ
ま
で
の
キ
モ
ノ
に
前
か
け
を
つ
け
、
坂
を
く
だ
っ
て
石
橋

を
わ
た
り
、
ま
た
坂
を
の
ぼ
っ
て
新
町
小
学
校
へ
か
よ
う
。

カ
ズ
マ
は
足
の
う
ら
ま
で
色
の
黒
い
少
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
家

と
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
、
こ
ど
も
の
ぼ
く
に
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
親
戚
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
両
親
に
死
な
れ
て
困

っ
て
い
る
の
を
老
夫
婦
が
引
き
取
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
姓
は
ナ
ス

と
い
っ
た
。
那
須
一
馬
と
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
に
は
サ
ム

１
１００
１

ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。

■

も
っ
と
も
血
縁
の
濃
い
そ
の
寺
で
の
く
ら
し
も
長
く
は
つ
づ
か

な
か
っ
た
。
お
盆
は
寺
で
迎
え
た
記
憶
が
あ
る
か
ら
、
寺
を
出
さ

れ
た
の
は
夏
休
み
の
終
り
ご
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ぼ
く
が
引
き
取
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
寺
町
に
つ
づ
く
鍛
治
屋
町

の
は
し
の
染
物
屋
で
あ
っ
た
。
間
口
は
二
間
ほ
ど
の
狭
さ
で
、
家

は
奥
に
細
長
く
の
び
て
は
い
た
が
、
そ
れ
と
て
も
階
下
は
六
畳
に

四
畳
半
ほ
ど
の
小
さ
さ
で
、
広
い
お
寺
に
く
ら
し
て
い
た
の
で
こ

と
さ
ら
狭
く
感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
家
族
は
老
人
夫
婦
と
そ
の
養
子
夫
婦
、
三
つ
の
男
の
子
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
女
の
子
、
そ
れ
に
カ
ズ
マ
と
い
う
二
つ
年
上

の
少
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
老
人
は
、
ぼ
く
の
じ
い
さ
ん
の
い
と
こ
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
鼻
に
大
き
な
ホ
ク
ロ
が
あ
っ
て
、
い
つ
も
お
だ
や
か
で
あ

っ
た
。
そ
の
妻
と
い
う
老
婦
人
は
名
家
の
出
だ
っ
た
と
か
い
う
こ

と
で
、
気
品
の
あ
る
顔
立
ち
を
し
、
物
腰
も
や
さ
し
か
っ
た
。

養
子
夫
婦
と
そ
の
子
は
二
階
に
住
ん
で
い
た
。

養
子
は
濃
い
チ
ョ
ビ
ひ
げ
を
た
く
わ
え
、
精
惇
な
目
つ
き
を
し

て
い
た
。
あ
ば
れ
者
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

ぼ
く
に
は
き
び
き
び
し
た
男
ら
し
さ
と
し
て
む
し
ろ
好
感
を
持
っ

た
。
正
月
で
あ
っ
た
と
思
う
。
養
子
は
大
き
な
扇
子
を
ひ
ろ
げ
、

そ
れ
に
紙
包
み
を
の
せ
、
「
お
年
玉
だ
」
と
い
っ
て
ぼ
く
と
カ
ズ

足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

前
号
ま
で
ぼ
く
は
大
正
二
年
、
東
京
に
生
ま
れ
た
。
父
は
新
聞

記
者
だ
っ
た
が
生
後
二
カ
月
で
急
死
。
母
は
実
家
に
帰
り
、
じ
い
さ

ん
、
ば
あ
さ
ん
に
育
て
ら
れ
る
。
小
学
一
年
の
と
き
、
ば
あ
さ
ん
が

死
に
、
そ
の
遺
骨
を
持
っ
て
祖
父
母
の
故
郷
長
崎
に
引
き
あ
げ
た
が

ほ
ど
な
く
じ
い
さ
ん
も
死
ん
で
親
戚
の
寺
に
あ
ず
け
ら
れ
た
…
…
。
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ラ
イ
の
よ
う
な
そ
の
名
が
お
か
し
か
っ
た
。

カ
ズ
マ
は
手
工
が
得
意
で
あ
る
ら
し
か
っ
た
。
あ
る
と
き
、
竹

を
割
っ
て
、
切
出
し
小
刀
で
一
本
一
本
た
ん
ね
ん
に
削
っ
て
、
烏

カ
ゴ
を
こ
し
ら
え
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
な
り
日
数
も
か
か
っ

た
が
、
う
っ
す
ら
青
み
を
お
び
て
し
ら
じ
ら
と
光
線
を
受
け
る
そ

の
烏
カ
ゴ
は
、
た
い
そ
う
清
潔
で
美
し
か
っ
た
。

「
カ
ズ
マ
は
器
用
ぱ
い
。
と
う
し
や
ま
（
父
）
が
大
工
さ
ん
じ
ゃ

っ
た
け
に
」

老
婦
人
が
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
あ
る
い
は
大

１
０１
１

工
の
子
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
烏
カ
ゴ
は
学
校
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。
ぼ
く
も
そ
れ

を
見
て
誇
ら
し
い
気
分
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
大
き
い

烏
カ
ゴ
が
出
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
竹
は
洗
い
張
り
に
使
う
シ

ン
シ
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
組
み
立
て
た
も
の
で
、
褐
色
に
よ
ご
れ

か
え
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
一
等
賞
で

カ
ズ
マ
の
そ
れ
は
三
等
賞
で
あ
っ
た
。
ぼ
く
に
は
そ
れ
が
ひ
ど
く

理
不
尽
に
思
わ
れ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
カ
ズ
マ
が
竹
を
削
っ
て
い

る
と
き
、
老
婦
人
は
「
シ
ン
シ
を
使
う
た
ら
」
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
染
物
屋
だ
か
ら
、
シ
ン
シ
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
カ
ズ
マ
は
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
も
せ
ず
一
本
一
本
竹
を
削
っ

た
。そ

れ
ま
で
、
ぼ
く
は
学
校
は
ニ
ガ
手
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
ぼ

く
ひ
と
り
、
じ
い
さ
ん
に
一
月
以
上
も
学
校
へ
つ
い
て
来
て
も
ら

っ
た
。
長
崎
で
は
ズ
ル
休
み
を
し
た
。
そ
れ
が
、
じ
い
さ
ん
が
死

ん
で
寺
に
引
き
取
ら
れ
て
か
ら
は
休
み
な
し
に
か
よ
っ
た
し
、
染

物
屋
に
移
っ
て
か
ら
は
一
日
の
遅
刻
も
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

う
す
る
と
何
も
勉
強
し
な
か
っ
た
の
に
、
学
校
の
授
業
は
た
い
そ

う
や
さ
し
い
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
き
た
。
年
齢
差
が
表
面
に
す

ぐ
あ
ら
わ
れ
る
年
ご
ろ
で
、
ぼ
く
は
ほ
か
の
子
よ
り
一
歳
年
長
で

あ
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
先
生
の
質
問
に
も
ぼ
く
は
手
を
あ

げ
て
正
解
し
た
。
そ
れ
で
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
級
長
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

担
任
の
内
田
先
生
は
や
さ
し
か
っ
た
。
顔
の
ひ
き
し
ま
っ
た
中

年
の
婦
人
教
師
で
、
い
つ
も
エ
ビ
茶
色
の
ハ
カ
マ
を
は
い
て
、
そ

の
ひ
も
を
ゆ
た
か
な
胸
の
す
ぐ
下
で
き
り
り
と
結
ん
で
垂
ら
し
て

い
る
。内

田
先
生
は
用
事
で
教
室
を
出
る
と
き
、
い
つ
も
ぼ
く
に
先
生

代
理
を
命
じ
、
教
壇
に
立
た
せ
た
。
す
る
と
、
や
は
り
こ
ど
も
た

ち
は
さ
わ
ぐ
。
あ
る
と
き
、
読
み
方
の
自
習
を
す
る
よ
う
に
と
い

っ
て
、
先
生
は
ぼ
く
を
教
壇
に
立
た
せ
て
教
室
を
出
た
。
例
に
よ

っ
て
連
中
は
さ
わ
が
し
い
。
ぼ
く
が
ふ
と
校
庭
に
面
し
た
窓
を
見

る
と
、
そ
こ
に
内
田
先
生
が
じ
っ
と
教
室
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る

で
は
な
い
か
。
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く
、
ぼ
く
ひ
と
り
帰
っ
た
。

道
に
は
細
い
ミ
ゾ
が
沿
い
、
青
い
コ
ケ
で
お
お
わ
れ
、
き
れ
い

な
水
が
走
っ
て
い
る
。
ぼ
く
は
そ
の
ミ
ゾ
ば
か
り
見
て
歩
く
。
す

る
と
、
ふ
し
ぎ
に
一
銭
玉
を
ミ
ゾ
の
底
に
よ
く
見
つ
け
る
。
さ
っ

と
拾
う
。
あ
る
と
き
に
は
、
青
い
コ
ケ
の
う
え
に
五
銭
玉
が
奇
跡

の
よ
う
に
乗
っ
て
い
た
。
ぼ
く
は
そ
れ
を
拾
う
と
、
家
に
帰
る
な

り
養
子
の
妻
に
わ
た
し
た
。
彼
女
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
顔

つ
き
を
し
て
財
布
に
し
ま
っ
た
。

下
校
の
道
が
石
橋
に
さ
し
か
か
る
と
、
し
ば
ら
く
そ
こ
か
ら
川

先
生
は
ほ
ど
な
く
教
室
に
あ
ら
わ
れ
る
と
、
連
中
を
手
き
び
し

く
叱
っ
た
。
そ
の
と
き
、
ぼ
く
は
こ
ど
も
な
が
ら
先
生
か
ら
特
別

の
愛
情
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
信
じ
て
号
泣
し
た
い
思
い
に

な
っ
た
。

学
校
が
ひ
け
る
と
、
カ
ズ
マ
は
上
級
だ
っ
た
の
で
帰
り
が
お
そ

２
１
０
１
１

を
見
る
。
き
た
な
い
川
で
、
そ
れ
で
も
岸
に
は
イ
チ
ジ
ク
の
木
が

葉
を
た
ら
し
、
ア
ヒ
ル
が
群
れ
を
つ
く
っ
て
遊
い
で
い
る
。
そ
れ

を
ぼ
ん
や
り
見
る
。
下
校
の
と
き
で
は
な
か
っ
た
が
、
あ
る
朝
早

く
そ
の
川
へ
出
か
け
た
と
き
、
大
き
な
ア
ヒ
ル
の
タ
マ
ゴ
を
見
つ

け
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
利
品
を
得
た
よ
う
に
持
ち
帰
る
と
、
養
子

の
妻
は
ウ
デ
タ
マ
ゴ
に
し
て
く
れ
、
家
族
で
わ
け
て
食
っ
た
。
そ

釣

の
大
き
な
こ
と
に
、
驚
嘆
し
た
。

学
校
か
ら
帰
る
と
、
子
も
り
が
日
課
で
あ
っ
た
。
誕
生
ま
え
の

女
の
子
を
お
ん
ぶ
し
て
、
す
ぐ
近
く
の
寺
へ
い
く
。
そ
こ
に
は
大

き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
突
っ
立
ち
、
そ
の
下
を
ぐ
る
ぐ
る
歩
く
。

背
中
に
あ
た
た
か
い
も
の
が
に
じ
む
。
す
る
と
、
家
へ
帰
っ
て
母

親
に
あ
か
ん
ぼ
う
を
お
ぶ
っ
た
ま
ま
つ
き
つ
け
る
。
母
親
は
子
を

背
か
ら
お
ろ
し
、
お
し
め
を
か
え
、
ぼ
く
の
背
に
お
し
っ
こ
と
ウ

ン
コ
の
あ
と
を
み
と
め
る
と
、
キ
モ
ノ
を
着
が
え
さ
せ
て
く
れ
る

お
し
っ
こ
や
ウ
ン
コ
を
き
た
な
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
一
度
も

『
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一
度
だ
け
、
奇
妙
な
、
こ
わ
い
光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

夕
が
た
、
老
人
が
や
に
わ
に
ハ
ダ
シ
で
表
に
と
び
出
し
、
老
婦
人

が
悲
鳴
を
あ
げ
て
あ
と
を
追
っ
た
。
す
る
と
、
二
階
へ
の
階
段
を

は
げ
し
い
足
音
が
駆
け
お
り
て
き
た
。
養
子
が
目
を
血
走
ら
せ
て

あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
手
に
は
猟
銃
が
握
ら
れ
て
い
る
。

「
う
ち
殺
し
ち
ゃ
る
！
」

そ
れ
が
ど
う
し
て
お
こ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
納
ま
っ
た
か
は

記
憶
し
て
い
な
い
。
そ
の
事
件
が
あ
っ
て
ほ
ど
な
く
、
見
知
ら
ぬ

軍
人
が
ぼ
く
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
の
だ
。

老
人
は
ぼ
く
を
呼
ぶ
な
り
「
か
あ
し
や
ま
の
と
こ
に
帰
る
こ
と

に
な
っ
た
と
ぱ
い
」
と
い
っ
た
。
さ
び
し
そ
う
な
顔
と
声
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
軍
人
は
母
の
い
と
こ
に
あ
た
り
、
ぼ
く
を
神
戸
の
母

の
実
家
に
つ
れ
帰
る
た
め
に
迎
え
に
来
た
こ
と
を
ほ
ど
な
く
知
っ

た
。そ

う
し
て
、
ぼ
く
は
こ
ん
ど
は
神
戸
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
日
か
ら
は
じ
め
て
長
崎
に
帰
っ
た
の
は
徴
兵
検
査
の

と
き
で
あ
る
。
十
五
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

あ
の
新
町
小
学
校
は
青
年
学
校
に
か
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
広
い
と

思
っ
て
い
た
校
庭
も
狭
い
も
の
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
の
こ

と
で
宿
直
の
先
生
が
ひ
と
り
い
る
き
り
で
、
内
田
先
生
の
こ
と
を

伺
う
と
、
職
員
台
帳
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
「
十
年
前
に
死
亡
し
と
ら

れ
ま
す
」
と
答
え
た
。

老
婦
人
は
実
家
に
引
き
取
ら
れ
、
腰
が
す
っ
か
り
曲
が
っ
て
い

た
。
「
こ
ぎ
や
ん
し
て
養
う
て
も
ろ
う
て
お
り
ま
す
」
と
涙
を
ぬ

ぐ
い
、
養
子
の
妻
は
ぼ
く
が
神
戸
へ
去
る
と
す
ぐ
産
梶
熱
で
急
死

し
、
そ
れ
か
ら
養
子
の
素
行
は
荒
れ
、
ぼ
く
が
お
ん
ぶ
し
て
い
た

女
の
子
を
つ
れ
て
家
を
と
び
だ
し
た
と
語
っ
た
。
老
人
も
そ
れ
か

ら
ほ
ど
な
く
他
界
し
、
男
の
子
は
母
の
実
家
に
引
き
取
ら
れ
て
中

学
生
に
な
り
、
カ
ズ
マ
は
一
人
前
の
大
工
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ

た
。
・

養
子
の
ゆ
く
え
は
わ
か
ら
ず
、
あ
る
人
が
宮
崎
で
女
の
子
を
つ

れ
て
歩
い
て
い
る
姿
を
一
度
見
か
け
た
と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
る
だ
け
だ
そ
う
で
あ
る
。
（
つ
づ
く
）

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
黄
色
い
汚
物
が
べ
っ
と
り
背
に
塗
り

つ
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
誇
り
の
よ
う
な
も
の
に
充
実
し
て
い

た
。
そ
れ
を
こ
れ
見
よ
が
し
に
母
親
に
つ
き
つ
け
る
の
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
ぼ
く
は
た
し
か
に
何
か
を
誇
示
し
、
何
か
に
抵
抗
し

し
か
も
、
養
子
の
妻
が
母
の
よ
う
に
着
が
え
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と

に
甘
美
な
よ
ろ
こ
び
を
お
ぼ
え
た
の
だ
。
ふ
し
ぎ
に
、
そ
の
と
き

は
も
う
犬
に
ほ
え
ら
れ
て
は
泣
き
出
し
て
い
た
東
京
の
こ
ろ
の
ぼ

く
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

夕
食
が
す
む
と
、
ぼ
く
も
カ
ズ
マ
も
、
老
婦
人
も
養
子
の
妻
も

キ
モ
ノ
を
ほ
ど
く
。
キ
モ
ノ
の
糸
を
一
本
一
本
抜
く
の
だ
。
手
バ

サ
ミ
で
糸
の
は
し
っ
と
を
切
り
、
糸
を
引
く
の
だ
が
、
古
い
絹
物

な
ど
で
は
糸
が
布
に
く
っ
つ
い
て
い
て
、
力
を
入
れ
て
抜
く
と
縫

い
目
が
ぴ
り
っ
と
裂
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
老

人
は
た
い
て
い
長
火
鉢
の
前
に
座
っ
て
ぼ
く
た
ち
を
じ
っ
と
見
て

い
る
の
だ
が
、
長
い
キ
セ
ル
で
火
鉢
の
へ
り
を
ピ
シ
ッ
と
打
ち
、

困
っ
た
と
い
う
目
の
色
を
見
せ
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
こ
ど
も
だ
っ
た
の
で
、
手
バ
サ
ミ
を
持
っ
た
ま

ま
、
よ
く
居
眠
り
し
た
。
こ
と
に
、
カ
ズ
マ
は
し
き
り
に
コ
ッ
ク

リ
を
し
た
。
そ
の
と
き
、
長
キ
セ
ル
が
鳴
り
、
と
き
に
「
カ
ズ
マ

ー
・
」
と
い
う
声
が
と
ん
だ
。

キ
モ
ノ
を
ほ
ど
く
と
自
分
の
家
で
染
め
直
す
の
で
は
な
く
、
全

部
京
都
へ
送
っ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
。
京
都
に
は
老
人
の
弟
に
あ

た
る
人
が
大
き
な
京
染
の
呉
服
店
を
ひ
ら
い
て
い
て
、
そ
の
支
店

代
理
店
と
い
う
椿
好
だ
っ
た
。

そ
の
老
人
は
、
い
ま
思
え
ば
無
欲
で
、
あ
た
た
か
い
人
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
カ
ズ
マ
を
引
き
取
っ
た
の
も
そ
の
人
が
ら
あ
っ
て
の

こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
ぼ
く
も
老
人
に
つ
れ
ら
れ
て
道
ノ
尾
と
い
う

近
郊
ま
で
遠
足
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
い
う
わ
け
だ
っ
た

か
は
知
ら
な
い
。
日
曜
の
朝
、
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
出
か
け
、
小

川
に
沿
う
道
を
老
人
は
ぼ
く
と
ふ
た
り
だ
け
で
歩
き
、
川
に
フ
ナ

の
影
を
見
つ
け
る
と
「
ほ
ら
」
と
い
っ
て
指
さ
し
た
。
た
だ
、
ぼ

く
は
な
ぜ
カ
ズ
マ
も
い
っ
し
ょ
に
つ
れ
て
来
て
や
ら
な
か
っ
た
か

が
不
審
で
、
不
満
で
、
カ
ズ
マ
に
す
ま
な
い
こ
と
を
し
た
よ
う
に

思
っ
た
。
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血

ハ イセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ⑳７２９０

ザ 〃ヘ

シャレたセンスの

舶来品が

揃っています

元町２丁目
⑬４７０７～８

Ｍｒ・Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ

流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな

スコッチ風の店舗
それがF u n a k l y aです

オシャレ洋品の店

厨F 冒圏歴
元町３ＴＥＬ< 3 3 > ３６１７

欄
灘

鍵繍繍繍 Ｘ

鶴蕊箪蕊溌 蕊|:灘
蔭

騨蕊蕊蕊蕊謹識蕊識議識蕊蕊識蕊蕊蕊蕊蕊蕊織蕊溌溌蕊識擬蕊議蕊蕊謹蕊識議蕊蕊識蕊識識：蕊溌蕊鰯

高級紳士服専門店

神戸テーラー
さんちかメンズタウンＴＥＬ⑳O 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急両口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3
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神戸店一神戸大丸前
東京店一東急日本橋店1 階
東急 ､ 渋谷本店６階

営蕊時間

３３－２１６８
２１１－０５１】内線２１９
４６２－３４３３

鋼KOBE零SHlRTII；

Ａ､Ｍ、１１．３０～Ｐ.Ｍ、９

５
６
７
４

一
驚

よるず吻槻戒縫上孟

１
１０５
１

神戸シャツ
¥堂諦･ 謡露謬

、

ン重蹴撰篭鮪
」

（
毎
週
月
曜
日
休
み
）

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

心
な
ど
む
日
本
人
形
の
愛
ら
し
さ
を

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

詫
蕊
学
漁 唖

鍾塗
お
も
ち
ゃ
の
力
メ
ヤ

一
一
一
宮
方
面
で
の
お
買
物
は
…
・
…
・
・

さ
ん
ち
か
店
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ

三
宮
店
セ
ン
タ
ｉ
街
大
洋
劇
場
東

元
町
方
面
で
の
お
買
物
は
．
．
…
・
…

隣ン

⑳甑
４４
９０
６４
９５

元
町
店
元
町
通
３
丁
目
山
側
翁
）
０
０
９
０

バ
ン
ブ
ウ
店
元
町
通
１
丁
目
不
二
家
前
酌
〉
０
７
６
８
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劃双: 藍獄I ■廟診
審罰型ルー肝・巻や診霧一

神戸本社神戸市生田区三富町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市東区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
束京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京有楽ビル店東京都有楽町有楽ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

'

半戸三宮トーアロ－

ご贈答に風味豊かなカステーラ

長 崎堂本店
本店＝人橘町５大五ビル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４１３０
ざんちかスイーツタウン（ 3 9 ）３６２５

瓦 涙Ｌ
〆・
、：き、三

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つﾑ妻

参

，_｣

で
ん
わ
．
詔
’
三
七
七
一

胡
’
○
六
三
四

躯
’
○
六
三
五

遮の井鬼搬繊箕f 篠牒
通話Ｓａ－ｅＳＳ２
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ＴＥＬ２３－２３７６ ＴＥＬ．（3 3 ）２４１５．２４１６

大上鞄店

』

神戸国元町
ＡＣＣＥＳＳＯＲｌＥＳ

イクシマヤｍｏｄｅｓａｌｏｏｎ
拳

元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

卿魁〃
神戸・二宮センター街

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑳０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

４

創業鯛瀧州琴

履物の山下
古い老舗に諭卯セら' ズ
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☆神戸・元町本通元一ビル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

喫茶愛

鷺型座 預
哩

農遡蝿…畔L…
ソネピルＴＥＬ22-3637輪ff輔串÷H~陰H~-１

唾
や
癖

オＦ

Ｆ１万寿殿

2『ⅡYMoハ
レンタイン

生田筋･ 岸ビル地階ＴＥＬ3 3 - 4 6 3 7

1０８

膚電電.．

蕊i 識蕊蕊蕊譲り蕊蕊蕊鐸蕊蕊蕊議蕊蕊蕊蕊議議蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊識議蕊；神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店

蕊鶏鍵鍵琴睡蕊蕊鍵霧

P b ｡ ｡ △･ 岨Ｗ宇診･ 覇

議鍵鍵鍵鍵鍵鶏

ＴＥＡＲＯＯＭ

▲

ｸ ﾗ ﾑ ｨ ﾚ
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1０９

’洋酒の店キャンテイ

にhiqn廿ｉ
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ）３０６０

２１３Ｋ１ＴＡＮＡＧＡＳＡ・ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ, ＫＵＫｏＢＥ

〃" Ｂ小万
生田新道相互タクシー上る

PHONE：：;二:：龍

松田真理子
生田・中山手２丁目８９．光ビル１階ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2

洋酒の店

小川深雪
阪急西口下る京町筋
ＴＥＬ〈3 9 ＞１４１３
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